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口腔機能向上委員会の活動報告



施設概要

•平成24年4月
病院（一般病床20床／介護療養病床30床）から転換

•平均要介護度 4.47

•平均年齢 87.0±8.2歳（男性20名、女性25名）

•経口摂取者24名/経管栄養者21名 （平成29年9月末）

•医療ニーズの高い重度の利用者が多い

•療養強化型を算定



委員会の組織

•平成27年 口腔機能向上委員会（以下、委員会）を組織
•従前から1日3回の口腔ケアを実施
⇒ 誤嚥性肺炎の発症は少なく経過

•委員会の役割
⇒ 効果的かつ根拠のある口腔ケアを提供するための仕組みづくり

歯科との連携 口腔アセスメント 使用器具・用具の統一

手順書の作成 施設内研修会の開催



歯科との連携－口腔内診査

一斉時（毎年10月）
新規入所時

口腔内診査
スケジュール調整

個別口腔ケアに関する
疑問や質問

口腔アセスメントと連動した
診査様式の作成

集約
診査時に口腔内の状況を
見ながら回答を得る

連絡

相談
専門的口腔内診査を反映した
スタッフによる口腔アセスメント



口腔アセスメント

目的
利用者の口腔内の状況把握

口腔ケアに対する職員の意識付け・向上

様式作成に際して

簡便かつ再現性が高い
客観的に変化が追える

Eiler’s Oral Assessment Guide

（OAG）

口腔ケア自立度の評価 口腔内診査結果を参考にした歯式



歯式

OAGと連動
できる項目



歯式－上段：口腔内診査
下段：口腔アセスメント



口腔内の状態評価－ 上段：口腔内診査
下段：口腔アセスメント（OAG）



使用器具・用具の統一

歯 歯ブラシ

含嗽 スポンジブラシ

口腔内乾燥 口腔保湿剤

目的 利用者の口腔内の状況に合った口腔ケアの提供

消耗品の補充 補充連絡の目安を設けることで欠品率が低下

必要な物品を
ご用意いただく



入所時説明資料

ご自分の歯の有無
義歯の有無

含嗽の可不可から
8パターンに分類

必要な器具・用具
をご案内





手順書の作成

•実際の口腔ケア場面で手順を確認しやすいように、イラストを用いた簡易
版も作成した。

目的
・根拠のある口腔ケア技術の提供
・職員の技術の均てん化





施設内研修会の開催

手順書を用いた技術確認－相互実習形式

目的 口腔ケアに関する職員の知識・技術向上支援のため
（年1回開催）

平成27年

平成28年

平成29年

連携歯科医による口腔ケアの基本についての講演

施設推奨の口腔保湿剤に関する研修会



結語
•組織後2年間の活動は主に口腔衛生に関するシステム構築に注力
した。

•従来少なかった誤嚥性肺炎はさらに減少し、誤嚥性肺炎 高リスク
者でも肺炎を発症しないなど、誤嚥性肺炎はさらに減った。

•口腔アセスメントの結果をケアプランへ反映させること
歯科衛生士が専門的関わりを持つためのシステム構築が課題となる。

•摂食・嚥下に関する課題に対しても取り組めるよう、今後も利用者
のQOL向上に資する活動を展開していきたい。



ご清聴ありがとうございました


